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就 き, 独り暮ら しを して い た . X - 1 3 年1 1 月 に抑

うつ 気分, 意欲低下 が出現 し, 近医精神科 に て抗

うつ 葵を処方さ れた が症 状は改善し なか っ た . そ

の 後 約 10 年 間 は , う つ 病 と し て a m o x a pi n e ,

s ulpi rid e な どで 治療を受 けて い た . X - 2 年 1 月

に被害 ･ 関係妄想, 注寮妄想 が再燃 し ri s p e rid o n e

( M a x 6 m g/ 日) を投与さ れた . 陽性症状 は速や

か に消失した が, 同年 9 月 か ら は実家 に戻り自閉

的 な生活を送る よう に な っ た . X 年 7 月か ら意欲

低下
,
不安感 が強まり, 希死念慮 が 出現 した ため

p e r o s pi r o n e
へ の 置換を開始 し, 薬剤調 整 目的 に

て 10 月 に 当科 入 院 し た . 入 院 時 p e r o spi r o n e 3 6

m g/ 日か ら 開始 し, 11 月 に 48 m g / 日まで 増量 し

た と こ ろ, 意欲, 不安感, 周囲 へ の 無 関心 さなど

の 陰性症状が著名 に改善し, 退院後は作業所 へ 通

うまで社会性が回復 した .

5　Risperidoneにより妄想とこだわり行動が改

善した高機能自閉症の 1 例
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自閉性障害は有病率が 0 .05
- 0 .1 % で, 男女比

は 4 - 5 : 1 と男性に多い . 病 因と して は遺伝性

の 関与が強 い と考 え られて お り,
一 卵性双生児 で

の 自閉症 - 敦率は 60 - 80 % であり, 二 卵性双生

兄で の 0 - 1 0 % に比較して高値であ る .

症状は, ①対 人関係に お ける質的 な障害, ②意

思伝達 の 質的な障害, ③行動, 興味の 限定 された

反復的, 常同的 な様 式, の 3 つ が 挙げら れる . 袷

療と して は T E A C C H に代表さ れる構造化 された

療育プロ グ ラ ム な どの 心理社会的治療や抗精神病

薬や S S RI などの 薬物療法 が試 み ら れ, 研 究 が進

ん で い る .

今回, 我 々 は封覚妄想を合併した高機能 自閉症

の症例 に ri s p e rid o n e を使用 した経験をした の で ,

若干の 検討を加 えて報告する .

症例 は 34 歳男性, 3 1 歳 頃より ｢ 元職場の 女性

と結婚する+ ｢ 仕事がうまく い か な い の は盗聴さ

れて い るか ら+ など幻聴妄想 が出現 した . 次第 に

封聴妄想 に影響され た行動化 が著明 となり, 当科

に 入院とな っ た .

これまで 自閉症 に体系だ っ た妄想を合併 した報

告 は ほ と ん ど な い . 自 閉症 に は言 語障害 を伴い ,

7 0 % 以上 に精神遅滞を合併する た め , 稚拙な表

撹, 思考内容か ら体系だ っ た妄想まで至 ら な い た

め と思われる .

一 方 , 高機能自閉症 で は周囲の些

細 な言動 に過敏 に反応 し 非現 実的 な思考内容や

一
一

時的な フ ァ ン タ ジ
ー を生 じ る こ と がある と の報

告 があ る . 本症例で は , 非現実 的な願望充足的な

奇異な思考を長期 に訴 え行動化を認め た た め, そ

れを妄想 と捉え治療し た .

封聴妄想 に対 し ri s p e rid o n e を使 用 した と こ ろ,

幻聴妄想の 内容に変化 は なか っ たもの の 行動化を

抑 える こ とが出来 た . 同時に自閉症 の こ だわり行

動 や対人交流にも改善がみ ら れた . 自閉症の 社会

性や こ だわり行動 などの 中核症状に に対する薬物

療法 の報 告は少ない .
しか し

, 本症例 の ように症

状 の 軽減 を示す例もある ため , 積極 的に薬物治療

を試み る価値が ある と考 えられ る.
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自殺者 の 8 0
- 100 % が何 らか の 精神疾患 を有

して い る と されてt l るが ( M o s ci c ki , 1 997 他) , 自

殺者 の 生前 に おける精神科受診率は, 2 0
-

50 %

で しか なく ( H e n rik s s o n ら, 1 993 他) , わ が 国で

も飛 鳥井 (19 94) の 2 2 .9 % と の 報告 が な さ れて

い る . した が っ て , 自殺者 の 3 0
- 8 0 % は, 精神

疾患 に躍思 しなが ら も精神科 的な治療を全く受 け

て い ない こ とに なる.
これらの 精神科非受診群を

どの よう に精神科治療に の せ て い くか が , 自殺予

防の観点か ら重要で ある . しか しなが ら, こ れら
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の 群を対象と した 大規模研究 は行 われ て い ない .

そ こ で, 今回我 々 は, 5 ,0 00 名余の 自殺者を対象と

して
, ①自殺既遂者全体 の 中に占め る精神科受診

歴 の ある者 ( 受診群) の 割合を求め, 更に , ②受

診群 と非受診群の 間に何 らか の 相違が存在する か

否か, に つ い て検討を加えた .

対象は , 19 81 年か ら 20 01 年 の 間 に神戸市内で

自殺 し監 察医 が検 案 ･ 解剖 し た 5ユ61 名と し た .

尚, デ
ー タ ベ ー ス に つ い て は上記年度 の 兵庫県監

察医務死亡調査統計年報を基 に作成 した . 上記対

象を精神科受診群 と非受診群 に分け, それぞれ年

齢, 性別, 自穀 の 方法, 婚姻状況, 居住状況 , 自殺

の 動機, 遺書 の 有無, 自殺未遂歴 の 有無 , 自殺時

の ア ル コ ー ル 飲 用など の 各 因子 に つ い て 調 べ た .

尚, 統計学的検定 に は x
2 検定を用 い た .

結果 と して は
, 非受診群 (3 ,8 04 名, 7 3 .7 % ) で

は
, 受診群 (1 ,35 7 名 26 .3 % ) に比 して , 以下 に

示す特徴が あ っ た . ①中年 (50 -

59 歳) , ②男性,

③既 婚 ･ 死 別, ④独居, ⑤自殺 の 動機 は 身体疾

患 ･ 社会的問題 (職場関係/ 失業/ 学業苦など) .

した が っ て
, 精神科受診歴 の ない 自穀老 の 中に

は
, 中年男性群 の う つ 病の よう な精神疾患 の 存在

が想定 され る . また , 自殺 の 動機の 主 な もの に身

体疾患が 多 い と い う点で, 身体科 から の 精神科的

コ ン サ ル テ
ー シ ョ ンを受 ける立場であ る総合病院

精神科の 役割が重要と思 われる.
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電 気痘撃療法は速効性で治療有効性が高 い と さ

れ, 大うつ 病性障害や統合失調症を中心 と した精

神疾患 に対して広く施行 されて きた . しか し
, 秦

物療法 の 発展 や懲罰的な不正使用等の た め
一

時的

に倦厭 されて い た時代もあ っ た . 197 0 年 ころか ら

は, 薬物抵抗例 を中心 に見直されて お り, 患者の

苦痛や 痘撃時骨折などの合併症を防止するた め に

全身麻酔を用 い る修正型電 気疫撃療法 ( m E C T)

が行 われて い る .

県立小 出病 院で は, 2 003 年 4 月 より m E C T を

開始 し, 周術期管理中心 の ク リ ニ カ ル パ ス を用 い

た方法で の べ 29 回施行 した . こ の うち, 大うつ 病

性障害が の べ 4 例 , 統合失調症 が 1 例であ っ た が,

い ずれ の症例に対 して も治療有効性を認 め た . し

か し
, 大う つ 病性障害 の 1 例は完全寛解する こ と

なく再発 し, m E C T が再び必要と な る など, 効果

の 持続は短く再燃 の リス ク があ る こ とが再認識で

きた . 当院 に お け る m E C T の ク リ ニ カ ル パ ス や

症例報告を若干の 考察を交えなが ら報告する .

8 身体合併症 の入院治療 を要 した精神疾患を有
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新潟県立小出病院 ( 以下 当院) は, 新潟県内で

数少 ない総合病院有床精神科 の ひ と つ であ る . こ

の ため 身体合併症 の治療を目的に , 幅広 い 地域か

ら精神疾患 を有する患者 が 当院に紹介 され, 入院

治療を受けて い る. そこ で今回, 総合病院有床精

神科 と して 当院精神神経科 ( 以下当科) が担う べ

き役割 に つ い て考察した .

平成 1 4 年 4 月 1 日 か ら平成 1 5 年 3 月 31 日ま

で の 1 年間 に, 身体合併症 の 治療を目的 に当院に

入 院した, 精神疾患 を有する患者の うち, 他院か

らの 紹介を受 けた患者 61 名を対象と し, 診療錨

を元 に患者 に つ い て の 基本統計量 を後方視的に調

査 し
,

一 般 身体科 ( 身体科) と 当科 の 間で比較を

行 っ た .

結果 と して , ①入院人数 は, 身体科 と 当科とほ

ぼ同数 ②身体科で は, 痴呆や慢性の 統合失調症

の患者 が多く, 精神病 院か ら転院し精神症状が 不

変の まま, 早期 に紹介元 へ 退院する ③当科で は

重症気分障害や重度精神遅滞など, 身体科 の対応

が 困難な患者 が入院 し, 在院日数も遷延する と




